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P.340 下から2行目～6行目 

図7.10.3には，円柱に直交流が当たるときに発生する渦と振動振幅を示したもので，流

速が増すにしたがって，円柱構造の共振点で振動が大きくなる．が，それぞれのピークで

は異なる渦が発生している.より流速が大きくなると，この渦は構造物の振動特性，例えば

平板や翼の曲げねじり固有振動数と連成して自励振動が発生することになる.このところ

がフラッターと呼ばれ，古くは季節風によりタコマ橋を崩壊させた振動である. さらに流

速が大きくなると，もはや周期的な渦励振は無くなり，円柱（管）相互の運動が流れから

エネルギーを取込む円柱群（ボイラ内の管群など）特有の自励振動が発生する領域となる．

この速い流速領域の大振動を流力弾性振動と呼んでいる。 

 

 

P.341 図7.10.3 
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図7.10.3 流れが起こす振動 
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P.347 図7.10.15 

 

  

 



    

 3

P.380 図9.36 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P.424 図12.2 

 

 

図9.36 弾性支持された弾性ロータの固有振動モード 
   （P1，P2，P4は節、P3は腹を表す） 

 


